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「「
アア
ーー
トト
２２
００
００
７７
いい
びび
がが
わわ
」」

開開
催催
のの
おお
知知
らら
せせ

歴
史
と
文
化
の
町
で
「
ア
ー
ト
２
０
０
７

い
び
が
わ
」
を
町
、
町
教
育
委
員
会
、
町
文

化
協
会
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
何
か
と
お
忙

し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
是
非
ご
観
覧
下
さ
い
。

日
時

１０
月
１２
日
�
〜
１４
日
�

場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
総
合
美
術
展

①
美
術
展

日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・
写
真
・

ち
ょ
う

そ
こ
う
げ
い

彫
塑
工
芸
（
会
員
一
般
公
募
作
品
）

②
生
活
文
化
展

華
道
・
盆
栽
な
ど

③
文
芸
展

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
狂
俳

（
会
員
一
般
公
募
入
賞
作
品
）

④
呈
茶

１０
月
１４
日
�
（
１０
時
よ
り
）

場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
舞
台
部
門
発
表

創
作
音
楽
・
邦
楽
舞
台
「
爽
秋
の
宴
」

日
時

１０
月
１３
日
�

場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

昼
の
部

１２
時
３０
分
開
場

１３
時
開
演

夜
の
部

１７
時
３０
分
開
場

１８
時
開
演

入
場
整
理
券
は
各
振
興
事
務
所
、
中
央

公
民
館
、
図
書
館
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
極
楽
寺
お
き
ん
か
ま
つ
り

極
楽
寺
地
区
の
氏
神
・
白
山
神
社
の
例
祭

は
「
お
き
ん
か
ま
つ
り
」
と
呼
ば
れ
、
８
月

１６
・
１７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
天
正
１０
年
（
一
五
八
ニ
）

お
お
み
そ
か

の
大
晦
日
に
、
揖
斐
城
主
、
堀
池
氏
が
清
水

ふ

い

う

城
主
の
稲
葉
一
鉄
に
不
意
討
ち
に
攻
め
ら
れ

て
落
城
し
た
故
事
を
教
訓
に
「
朝
寝
を
す
る

と
城
が
落
ち
る
」
と
い
う
語
り
伝
え
が
お
こ

り
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地

区
で
は
こ
の

祭
り
を
未
来

に
受
け
継
い

で
い
こ
う
と

力
を
注
い
で

い
ま
す
。

■
秋
に
ち
な
む
収
蔵
展

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
秋
な
ら

で
は
の
収
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間

１０
月
９
日
�

１２
月
１６
日
�

主
な
展
示
作
品

く
ぼ
た

か
ど
う

窪
田

華
堂

書

竹
に
と
ん
ぼ
…

川
島
か
つ
子

画

夜
の
本
揖
斐
駅

わ
か
は
ら

ほ
く
で
ん

若
原

北
田

短
冊
・
色
紙

た
か
い

た
い
う
ん

せ
い
り
ょ
く
さ
ん
す
い
ず

高
井

対
雲

画

青
緑
山
水
図

に
ば
や
し

ろ
う
せ
ん

た
こ

仁
林

聾
仙

画

蛸ほう
じ
ょ
う
し
ゅ
ん

か
し
ゅ
う
と
う
の
う
じ

小
岩

道
男

画

豊
穣
春
夏
秋
冬
農
事

ひ
ゃ
っ
け
い

百
景

は
し
も
と

か
ん
せ
つ

い

た
り
い

橋
本

関
雪

画

伊
太
利

■
古
文
書
講
座
案
内

日
時

１０
月
６
日
�
１４
時
〜

場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「「
森森
のの
音音
楽楽
会会
」」にに
酔酔
いい
しし
れれ
るる

８
月
４
日
に
、
春
日
森
の
文
化
博
物
館
で

和
田
嘉
郎
さ
ん
、
林
由
紀
さ
ん
、
青
木
恵
さ

ん
の
３
名
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
に
よ
る
「
森
の

音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

緑
に
囲
ま
れ
た
ホ
ー
ル
を
心
地
よ
い
風
が

吹
き
わ
た
る
中
、
「
千
の
風
に
の
っ
て
」
な

ど
の
素
晴
し
い
フ
ル
ー
ト
の
音
色
に
、
百
名

余
の
参
加
者
は
酔
い
し
れ
、
午
後
の
至
福
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲竹にとんぼ…

▲夜の本揖斐駅

▲豊穣春夏秋冬農事百景

▲短冊・色紙

▲伊太利

▲青緑山水図▲蛸
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